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鉄道用地をバス専用道に改装する 

高 1  新川 航平 

 

※2012 年 8 月現在の情報です。実際の情報と異なる場合がございますので、あらかじめ

ご了承ください。 

 

2012 年 7 月 18 日、JR 東日本仙台・盛岡支社より、被災路線である JR 気仙沼線

柳津駅（宮城県登米市）～気仙沼駅の一部区間に BRT（Bus Rapid Transit＝バス高

速輸送システム）を年内導入すると発表した。そして、8 月 20 日に 2.1ｋｍのみ暫定

的に開業した。これまで、被災路線は沿線の各バス会社に振替輸送を依頼していたが、

渋滞による定時性や高速性には劣る。そこで、津波に流された線路を撤去し、舗装し

て専用道にすることとなった。当初、気仙沼市は強く反発していたが、鉄道の復旧を

確約したことにより合意した。 

バス専用道は日本に数多く存在するが、今回は茨城県の鹿島鉄道の廃線跡を利用し

た専用道（かしてつバス）について調べてみようと思う。 

 

 

上青線:国道（主に 355 号）下赤線:バス専用道 黄点:バス停留所 

 

【概要】 

2007年 4月に鹿島鉄道が廃線となった後，沿線に住む人たちからの要望により，鹿島鉄

道代替バスが運行されてきた。しかし，国道 6号や国道 355号の交通渋滞のため，定時性

や高速性が課題となってきた。 これらの課題を解消するため，鹿島鉄道の廃線跡をバス

専用道路として整備し，渋滞の影響を受けないバスを運行する BRTを，2010年 8月から

全国初の取組みとして実証運行を開始した。今では、通勤通学や買い物、茨城空港へのア

クセスなどに使われている。 

国道 6 号・・・東京と仙台を常磐線に沿って結ばれている。 

 国道 355 号・・・千葉県香取市と茨城県笠間市を結ぶ。 
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 上野から特急で 1 時間弱、茨城県の石岡駅にやって来た。今回は、9 つ行った玉里

駅まで行った。 

 

取 材 日・・・2012 年 7 月 27 日    天 気・・・晴れ 

最高気温・・・34℃           運行状況・・・平常運転 

 

    

石岡駅舎                   バス 

 

 石岡駅に隣接するバスターミナルに 1 台のバスが停まっていた。 

     

バス専用道の標識。      バス専用道の開始。この先で国道 6 号を潜る。 

  

ドア点検などの関係で 2 分遅れて石岡駅を発車した。石岡駅の次、石岡一高下バス停手

前あたりからバス専用道に入る。この先で、渋滞が激しい国道 6 号と立体交差する。速度

は鹿島鉄道より少し遅い 50km/h。なお、バス専用道とは言え、自転車や歩行者は少なく

はない。そのたび、バスはクラクションを鳴らしながら走る。 
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     対向バスとの行き違い。     公道と交差、専用道側にバーがある。 

 

専用道は基本 1 車線だが、所々に対向バスとの行き違いのために道幅が広くなってい

る箇所がある。また、公道との交差部分は踏切が撤去された代わりに、専用道側にバーが

あり、バスが接近すると自動的に開く。 

バスはやがて、玉里駅に着いた。この時 1 分遅れだった。定時性や高速性には優れて

いる。 

   

 時刻表。日中は 30 分おき。   玉里駅周辺。専用道を横断して一般道に行く。 

 

 玉里駅から、国道 355 号に沿って徒歩で石岡駅に向かった。片側 1 車線ずつで両側 2

車線ある。小美玉市内は比較的道路は空いていた。しかし、石岡市に入ると何キロも渋滞

してきた。鉄道が廃線された後は、送り迎えの車が多くなったからだろうか、やはり定時

性には劣る。 
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     国道 355 号の渋滞           国道 6 号の渋滞 

 

結論から言うと、鉄道が最も早く、高速性には優れているが、BRT も 5 分くらい時

間がかかるが、渋滞がほとんど無いため、定時性には優れているということが分かった。 

 

 

さて、このシステムは被災路線に適しているのだろうか。 

 

気仙沼市は鉄道復旧を主張しているが、莫大な費用がかかる。しかし、BRT なら鉄道

の 10 分の 1 くらいの費用で建設できる。BRT によるＪＲ気仙沼線の年内仮復旧に、とり

わけ大きな期待を寄せているのは沿線にある地元の高校生だ。現在の代行バスは、定員が

少なく、車内はラッシュ状態であるが、BRT導入による本数増で混雑が大幅に解消される。 

8月 20日の沿線高校の２学期開始に合わせ BRT が暫定的に開業したが、ほとんどの区

間で交通渋滞の激しい一般国道などを走行するため、定時性や所要時間短縮につながるか

はわからない。この日利用した気仙沼市高校生も「今までとあまり変わらないのではない

か」と話していた。 
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また、仙台方面から気仙沼へのアクセスはどうなるだろうか。(仙台を午前中に出発) 

 

１仙台 (東北本線) 一ノ関 (大船渡線) 気仙沼 

仙 台 08:01(東北本線 普通 一ノ関ゆき)一ノ関 09:34 

(Or 仙 台 09:00(はやて 101 号   盛岡ゆき)一ノ関 09:32) 

一ノ関 09:43(大船渡線 快速 気仙沼ゆき)気仙沼 10:59 

運賃:2940 円  (特急料金:1790 円) 

２仙台 (東北本線) 小牛田 (石巻～気仙沼線) 柳津 (BRT) 気仙沼 

仙 台 09:42(東北本線 普通 小牛田ゆき)小牛田 10:27 

小牛田 10:43(気仙沼線 普通  柳津ゆき)柳 津 11:37 

柳 津 11:40(BRT 代行バス  気仙沼ゆき)気仙沼 13:44 

運賃：2210 円 

３(ちなみに)震災前のダイヤ 

仙 台 08:54(快速南三陸 1 号 気仙沼ゆき)気仙沼 10:53 

運賃：2210 円  (指定席料金：510 円) 

 通常なら１をつかうが、所要時間は 3 時間かかる。新幹線を使うと 1800 円近い特急料

金がかかる。２は運賃は安いが所要時間は 4 時間かかるし、乗換回数が多い。震災前は、

３のように気仙沼まで乗換なしの快速南三陸が 1 日 2 往復走っていたが、現在は震災の

影響で使えない。鉄道がないととても不便である。 

 

 

あとがき 

暫定開業は今までとあまり変わらないというが、年内の本格的開業では被災区間の 6 割

を専用道にする計画です。また、環境にやさしいハイブリッド車両も導入されます。専用

道は鉄道と同じ混雑知らずなので、定時性や高速性に劣ることはないでしょう。 

今回は、東日本大震災とは全く関係ない茨城県の鹿島鉄道の廃線跡を取材してきました

が、鉄道の代替としては大正解だと思います。もう 1 つの被災路線である大船渡線でも

BRT を導入する予定ですが、次々に導入していき、沿線住民にとって便利にしてほしい

と思います。そして、最終的に鉄道を全通してほしいと思います。 
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